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「
白し
ろ
と
り鳥
貯ち
ょ

木ぼ
く
じ
ょ
う
場
」�

そ
の
一

　

貯
木
場
は
丸
太
を
集
積
す
る
場
所
で
す
が
、
名
古

屋
市
熱
田
区
の
堀
川
沿
い
に
あ
っ
た
白
鳥
貯
木
場
は

歴
史
も
古
く
巨
大
な
も
の
で
し
た
。
江
戸
時
代
初
期

に
名
古
屋
城
の
築
城
の
際
に
使
わ
れ
た
材
木
や
船
の

置
場
が
始
ま
り
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
20

回

　

江
戸
時
代
、明
治
時
代
は
木
曽
川
の
イ
カ
ダ
を
使
っ

た
運
材
の
終
着
点
で
し
た
が
、
大
正
時
代
か
ら
は
鉄

道
に
よ
っ
て
も
木
材
が
運
び
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
後
に
は
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
運
材
の
時
代
を
迎

え
ま
す
。

貨
車

か
ら

の
荷

卸
（

大
正

１
０

年
代

）

　

白
鳥
貯
木
場
は
中
部
地
域
の
代
表
的
な
木
材
流
通

基
地
と
し
て
多
く
の
人
・
木
材
が
出
入
り
し
、
周
辺

に
は
多
く
の
木
材
業
者
が
軒
を
連
ね
ま
し
た
。
し
か

し
、
昭
和
四
十
三
年
に
は
名
古
屋
市
外
に
西
部
木
材

市
場
が
作
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
木
材
業
者
の
多
く
が

移
転
し
、
輸
入
材
の
増
加
と
い
っ
た
時
代
の
変
化
も

あ
り
、
取
り
扱
う
木
材
量
は
減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。

貯
木
場
の
機
能
は
平
成
八
年
に
廃
止
と
な
り
、
現
在

は
跡
地
の
一
角
に
中
部
森
林
管
理
局
の
名
古
屋
事
務

所
と「
熱
田
白
鳥
の
歴
史
館
」が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

昭
和

４
０

年
代

前
半

の
貯

木
場

風
景

今 

は 

昔 

の 

林 

業

今 

は 

昔 

の 

林 

業

中
部
森
林
管
理
局
技
術
普
及
課

　
　
　

  

井
上 

日
呂
登

第20回

い
の
う
え

ひ

　
　ろ

　
　と

シリーズ
秘
蔵
写
真

秘
蔵
写
真

　

こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
写
真
は
、
当
局
サ
イ
ト

「
モ
ノ
ク
ロ
森
林
紀
行
」
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
カ
ラ
ー
写
真
の
な
い
時
代
へ
時
を
超
え

て
！
む
か
～
し
の
写
真
を
紹
介
す

る
サ
イ
ト
で
す
。

　

当
サ
イ
ト
へ
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　今
は
昔
、山
村
に
暮
ら
す
人
々
と
そ
の
生
業
と
し
て
の

林
業
を
当
局
秘
蔵
の
写
真
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

［
下
写
真
］
起
重
機
に
よ
る
積
み
上
げ

（
大
正
十
年
代
）

［
上
写
真
］
明
治
時
代
末
頃
の
貯
木
場
風
景

貨車からの荷卸（大正10年代）

昭和40年代前半の貯木場風景


